
第一生命ホールディングス経営企画ユニット長の西村です。
本日は、第一生命グループの2022年3月期第1四半期決算報告の電話会議
にご参加いただきまして、ありがとうございます。
私から資料に沿って概要をご説明し、残りの時間を質疑応答とさせていただきます。

2ページをご覧ください。





本日のポイントを以下の3点にまとめました。
まず、第1四半期業績です。国内の新契約年換算保険料は、新型コロナ感染拡大を
踏まえて前年同期に営業自粛等を行ったことからの反動で、大幅に増加しました。コロナ
発生前である前々年同期との比較では、国内全体でほぼ同水準でした。また、海外の
新契約は、米プロテクティブ、第一生命ベトナムを中心に前年同期比で増加しました。
グループ修正利益は1,133億円と、前年同期比で大幅に増加しました。通期予想に
対しては、金融市場環境の良好な推移を受け、第一生命の有価証券売却益等が想
定を上回ったことが主な要因で、進捗率は47％となりました。
利益の進捗率は高いものの、第一生命では第2四半期以降に出再に伴うコストの発生
を見込んでいることや、足元のコロナ感染の再拡大、金融市場のボラティリティの高まりな
どを踏まえ、現時点では通期予想を変更しません。
続いて、経済価値指標の状況です。国内の超長期金利の上昇や株式含み益の増加
により、第一生命のEEVが増加したことなどから、グループEEVと資本充足率の概算値
は、いずれも上昇しています。
国内の新契約価値は、通期予想に対して約20％の進捗率となる約250億円でした。
最後に、8/10に公表した、豪TALを通じたWestpac Lifeの買収についてです。買収
対価の900百万豪ドルを含む総投下資本1,250百万豪ドルのうち、約925百万豪ド
ルを持株会社からの増資により拠出し、2022年8月-2023年1月頃の買収完了を予
定しています。
本件は、現中計の新しい資本戦略のもとで行う、初めての戦略投資案件です。豪州に
おける事業基盤の強化を背景にリターン面で十分な効果が期待できることに加え、保険
リスクテイクの拡大によるリスクプロファイルの改善にも資する案件です。

次のページをご覧下さい。



営業業績について説明します。
第一生命では、1月に発売した「総合医療一時金保険」の販売が好調に推移しました
が、前々年同期は僅かに下回る水準となりました。
なお、6月には、持病などをお持ちのお客さまにもご加入いただきやすい「入院一時金保
険(限定告知型)」の販売を開始しました。成果は7月以降に反映されてきますが、比較
的若いお客さまを中心にご関心をいただいています。
また、現在、新型コロナ感染の再拡大が見られていますが、生涯設計デザイナーチャネル
は、お客さまの安全と健康を第一に考え、モバイルアプリによる面談やWeb手続き等の
非接触対応を積極的に活用して営業活動を継続しています。
第一フロンティア生命では、銀行などの窓口販売が復調しつつあるなか、前年同期比で
海外の金利水準が高かったことも販売増加に寄与しました。
ネオファースト生命では、4月より三大疾病保障の支払事由を拡大するなどの商品改定
を行ったことが、販売増加に貢献しています。
海外各社の営業業績は、前年同期のコロナ禍においても概ね堅調でしたが、当期も引
き続き伸展しています。米プロテクティブでは、法人を契約者・受取人とする保険商品の
販売が拡大したほか、第一生命ベトナムも高い成長を維持しています。

次のページをご覧下さい。



利益指標について説明します。
グループ修正利益は、前年同期比で大幅に改善し、1,133億円となりました。これは、
前年同期における金融市場の急激な変動等に伴う損失から、当期は改善したことが主
な要因です。第一生命では金融派生商品損益が改善し、米プロテクティブでは評価損
益を中心とした営業外損益が反転しました。
一方、豪TALでは、現地金利のイールドカーブが前期末比で大きくフラットニングしたこと
などを受け、資産・保険負債の時価変動による損益が大幅にマイナス方向に影響しまし
た。
なお、当期に高い利益成長を見込む第一生命ベトナムは、順調に利益を拡大していま
す。15ページに個別業績概要の説明ページを追加していますので、ご確認ください。
連結当期純利益は、これらの増益要因に加え、第一フロンティア生命のMVA損益がプ
ラスに寄与したことから、1,384億円となりました。

次のページをご覧下さい。



経済価値指標についてまとめています。
金融市場環境の良好な推移を受けて、グループEEVは前期末比+4％増加の約7兆
2,600億円となりました。主に、第一生命において、国内金利のイールドカーブが超長
期ゾーンで上昇したことや株式等の含み益が増加したことが寄与しました。
国内の新契約価値は、全体で約250億円となりました。通期予想に対しては、約20％
の進捗率となっています。
第一生命の新契約は、年換算保険料ベースでは一定の回復を見せましたが、新商品
の販売が保障の見直し中心となったことから、経済価値ベースでは通期予想に対して低
い進捗率となりました。
第一フロンティア生命では、月２回、投資可能資産の利率を踏まえて付与利率を設定
する運営を行っていますが、新契約価値計算上の参照金利が低下したため、新契約価
値は約20億円にとどまりました。ネオファースト生命は、医療保険の販売が順調に拡大
したことが寄与しました。
資本充足率は、グループEEV同様に自己資本が増加した一方、統合リスク量は市場
関連リスク削減の継続的な取組みもあり減少したことから、前期末比+12％pt増加の
約215％となりました。

次のページをご覧下さい。



当期の業績予想に対する進捗状況です。
グループ修正利益は通期予想に対して高い進捗率にありますが、冒頭申し上げたような
背景から、現時点では通期予想を変更しません。

次のページをご覧下さい。



最後に豪TALを通じたWestpac Lifeの買収についてです。
総投下資本1,250百万豪ドルは、買収対価900百万豪ドルと買収後の財務バッファ
確保のための350百万豪ドルの合算となりますが、総投下資本のうち925百万豪ドルを
持株会社から豪TALへの増資により拠出し、2022年8月-2023年1月の買収完了を
予定しています。
今回の案件は、保障性商品を主体とする保険リスクテイクの拡大につながり、グループリ
スクプロファイルの改善というグループ戦略に一致するものです。また、豪TALは既に同国
の保障性商品市場でトップの事業基盤を有していますが、Westpacグループは大手銀
行グループの一角として高い顧客基盤を有しており、比較的手薄であった銀行顧客への
販売力強化を見込んでいます。
なお、グループ財務等への本格的な貢献は、コストシナジー等の実現までの期間等を踏
まえて次期中期経営計画を見込んでいますが、現中計期間においても一定の貢献を想
定しています。次期中計期間となる25年3月期において、修正利益は75百万豪ドル、
キャッシュ貢献は、期間利益に加えてWestpac Life社の既契約における必要資本の
解放を織り込み、135百万豪ドルを見込みます。
当社は現中期経営計画より、資本コストをより意識した資本政策の下、戦略的な投資
は、事業や個社毎のリスク特性に応じたベータや所在国による市場リスクプレミアムを勘
案した資本コストに基づき、投資効果を評価していく方針です。本案件は豪州で保障
性商品を主体とするTALの想定資本コストを十分に上回る10%以上のリターンを確保
することが可能であり、期待されるシナジーを含む戦略的意義等も勘案し、自己株式取
得を含めた他の資本投資の選択肢と比較しても魅力的な案件と判断しています。

私からの説明は以上です。










































































